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子どもの医療費助成制度に対する補助金の削減はやめるよう求める意見

書について 

 

上記の発議案を別紙のとおり地方自治法第９９条及び会議規則第１４条第１

項の規定により提出します。 
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提案理由 

国に対し、子ども医療費助成制度の創設を行うまでの間、子ども医療費助成

制度に対する国民健康保険制度からの補助金の削減はやめるよう求める。 

これが、本案を提出する理由である。 



子どもの医療費助成制度に対する補助金の削減はやめるよう求める意見

書 

 

今年の８月１日から子どもの医療費助成制度が通院も中学修了まで拡大され

たことにより、八千代市の多くの保護者が安心して医療にかかれるようになっ

たところである。 

子どもを取り巻く環境整備の一環として捉えるのであれば、本来は国が主体

となって子どもの医療費助成制度を創設すべきである。しかし、国はいまだに

自治体独自で医療費の助成を行っている自治体に対して、国民健康保険への補

助金からペナルティとして、補助金の削減を行っている。 

国民健康保険には県からの補塡があるとはいえ、補助金の削減というペナル

ティを科すことは、子どもたちの命をてんびんにかけているようなものである。

八千代市では昨年度の補助金の削減額は９７８万７,６４０円で、今年も 

１,１００万円が削減される予定である。 

よって、本市議会は国に対し、子ども医療費助成制度の創設を行うまでの間、

子ども医療費助成制度に対する国民健康保険制度からの補助金の削減はやめる

よう求める。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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内 閣 総 理 大 臣  様 
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